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岐
阜
県
の
飛
騨
高
山
が
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
。
古
い
町
並
な
ど
観
光
名
所
に
は
日
本
人
や

外
国
人
旅
行
者
の
姿
が
目
立
つ
。
飛
騨
・
高
山
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
堀

則
会
長
（
ひ
だ

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
）
に
飛
騨
高
山
の
魅
力
や
今
後
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。
聞
き
手
は
編
集
委

員
の
内
井
高
弘
。（
２
月
下
旬
、協
会
事
務
局
で
）

受賞プレートを手にする堀会長（右）と田中市長

外国人観光客でにぎわう古い町並

　
―
―
市
内
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。
最
新
の
入
り
込
み
状
況
は

い
か
が
で
す
か
。

　
「
２
０
２
４
年
の
観
光
入
り
込
み
客

数
は
４
４
２
万
２
千
人
で
、
前
年
比
８

・
６
％
増
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
前
の


年
（
４
７
３
万
３
千
人
）
に
は
及
び

ま
せ
ん
が
、
客
足
は
確
実
に
戻
っ
て
い

ま
す
。
う
ち
、
宿
泊
者
数
は
２
２
４
万

９
千
人
で
、
同

・
３
％
増
と
２
桁
の

伸
び
で
す
」

　
―
―
外
国
人
旅
行
者
は
日
本
全
体
で

見
て
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
飛
騨
高
山

で
は
い
か
が
で
す
か
。

　「
宿
泊
者
数
は

万
９
７
４
３
人
で
、

過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
伸
び
率
は


・
１
％
で
、大
き
く
増
え
ま
し
た
ね
。

地
域
別
に
見
る
と
、
ア
ジ
ア
・
中
東
が


万
１
０
２
５
人
、
欧
州

万
１
１
０

３
人
、
北
米
５
万
７
４
７
２
人
、
中
南

米
１
万
１
０
１
人
、
オ
セ
ア
ニ
ア
３
万

７
８
７
５
人
、
ア
フ
リ
カ
７
２
３
人
な

ど
で
す
」

　
―
―
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
は
い

っ
て
い
な
い
？

　
「
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
古
い
町
並
な

ど
限
ら
れ
た
エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る

き
ら
い
は
あ
り
ま
す
。
狭
い
空
間
な
の

で
余
計
に
目
立
つ
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
ね
」

　
「
特
に
飲
食
の
面
で
受
け
入
れ
態
勢

が
十
分
で
は
な
い
。
夜
遅
く
ま
で
や
っ

て
い
る
店
が
少
な
く
、
夜
の
観
光
に
対

応
で
き
て
い
な
い
。
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ

コ
ノ
ミ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
何
か
手
を
打
た
な

い
と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
」

　
―
―
い
ま
、
宿
泊
施
設
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
で
す
か
。

　
「

年
以
降
急
激
に
増
え
、

年
１

月
現
在
で
は
４
３
９
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。
客
室
数
に
つ
い
て
で
す
が
、


年
以
降
の
確
定
分
を
含
め
る
と
５
千
室

の
規
模
と
な
り
ま
す
。
山
間
部
の
都
市

に
こ
れ
だ
け
の
客
室
数
が
あ
る
と
い
う

の
は
非
常
に
珍
し
い
。
民
泊
施
設
な
ど

の
増
加
も
著
し
く
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
か
ら

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ま
で
、
観
光
客
の
選

択
肢
が
多
い
の
は
大
き
な
特
徴
で
す
」

　
―
―
宿
泊
業
界
は
人
手
不
足
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
。

　
「
高
山
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
で
離
れ
た
人
た
ち
も
戻
っ
て

き
て
い
ま
せ
ん
。
従
業
員
の
引
き
抜
き

と
い
う
事
態
は
起
き
て
は
い
ま
せ
ん

が
、
深
刻
な
状
況
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
か
な
か
有
効
な

手
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
国
人
や

高
齢
者
の
雇
用
、
女
性
の
登
用
を
真
剣

に
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
市
の

総
合
計
画
の
中
に『
多
文
化
共
生
社
会
』

と
い
う
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
外
国
人
と
の
共
生
は
今
後
拡
大
し

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ

観
光
業
界
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
い
く

べ
き
か
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
す
」

　
―
―
市
は
昨
年

月
、
持
続
可
能
な

観
光
地
を
国
際
的
に
認
証
す
る
「
グ
リ

ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ア

ワ
ー
ド
」
で
シ
ル
バ
ー
ア
ワ
ー
ド
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　「
中
部
地
区
で
は
初
の
受
賞
と
な
り
、

大
変
う
れ
し
い
で
す
。
受
賞
し
た
か
ら

と
い
っ
て
何
か
が
急
に
変
わ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
し

て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
都
市
と
し

て
認
知
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ら
に
関

心
の
あ
る
旅
行
者
に
と
っ
て
は
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
観
光
を
活
用
し
た
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
」

　
「
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
り
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
飛
騨
高
山
の
歴
史

や
文
化
、
自
然
を
市
民
一
人
一
人
が
享

受
す
る
と
と
も
に
、
裾
野
が
広
く
、
地

域
の
人
材
・
資
源
・
産
業
を
有
効
に
活

用
で
き
る
観
光
の
特
徴
を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
国

の
内
外
か
ら
選
ば
れ
続
け
る
、
住
ん
で

よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
『
国
際
観
光
都

市
　
飛
騨
高
山
』
の
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」

　
―
―
「
宿
泊
税
」
の
導
入
を
検
討
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
。

　
「
昨
年

月
議
会
に
お
い
て
条
例
案

が
可
決
さ
れ
、
今
年

月
１
日
か
ら
実

施
し
ま
す
。
１
人
１
泊
の
宿
泊
料
金

（
飲
食
代
な
ど
除
く
）
が
１
万
円
未
満

な
ら
１
０
０
円
、
１
万
以
上
３
万
円
未

満
で
２
０
０
円
、
３
万
円
以
上
で
３
０

０
円
の
定
額
制
で
徴
収
し
ま
す
。た
だ
、

小
学
生
ま
で
と
修
学
旅
行
な
ど
学
校
行

事
の
参
加
者
に
つ
い
て
は
免
除
し
ま

す
。
宿
泊
税
の
税
収
は
４
億
円
程
度
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
の
反
応

が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
き
な

負
担
を
か
け
な
い
金
額
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」

　
「
地
方
交
付
税
は
年
々
下
が
っ
て
い

ま
す
し
、
人
口
減
で
税
収
も
減
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
中
で
観
光
振
興
や
地
域

振
興
を
行
う
た
め
に
は
新
し
い
税
を
導

入
し
な
い
限
り
、
財
源
を
確
保
で
き
ま

せ
ん
。
宿
泊
税
を
巡
っ
て
は
い
ろ
い
ろ

な
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
は

地
元
の
旅
館
団
体
や
観
光
協
会
な
ど
の

要
望
を
受
け
議
論
を
重
ね
、
昨
年
３
月

に

団
体
連
名
で
早
期
導
入
を
求
め
る

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
観
光
関
係

者
の
総
意
と
い
う
こ
と
で
す
」

　
「
使
途
に
つ
い
て
は
『
国
際
観
光
都

市
　
飛
騨
高
山
』
実
現
に
向
け
、
①
観

光
振
興
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
に
よ
る

居
住
、
滞
在
環
境
の
向
上
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
対
す
る
マ
ナ
ー
啓
発
の
強
化
な

ど
）
②
環
境
保
全
（
公
衆
ト
イ
レ
や
交

通
機
関
な
ど
の
利
用
環
境
の
向
上
な

ど
）
③
文
化
振
興
（
文
化
財
の
保
全
や

活
用
な
ど
）
④
危
機
管
理
（
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
医
療
体
制
の
強
化
な
ど
）
⑤
組
織

運
営
（
観
光
専
門
人
材
の
確
保
や
育
成

な
ど
）
―
の
５
事
業
に
充
て
る
ほ
か
、

賦
課
徴
収
に
要
す
る
市
の
経
費
や
特
別

徴
収
義
務
者
の
支
援
に
活
用
し
ま
す
」

　
―
―
高
山
に
は
飛
騨
高
山
ビ
ッ
グ
ア

リ
ー
ナ
（
収
容
人
員
４
千
人
）
な
ど
大

規
模
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

の
受
け
入
れ
態
勢
も
充
実
し
て
い
ま
す

ね
。

　
「

年
に
は
８
千
人
収
容
の
大
型
施

設
が
開
設
す
る
予
定
で
す
。
受
け
入
れ

に
あ
た
っ
て
は
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
消
費
額
も
大
き
い
だ

け
に
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
く
。
産
業

団
体
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
、
大
手
企
業

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
な
ど
に
飛
騨

高
山
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
」

　
―
―

年
度
に
つ
い
て
は
協
会
と
し

て
ど
ん
な
事
業
活
動
を
。

　
「
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
当
協
会
と

行
政
、
各
地
の
観
光
協
会
が
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
一
部
業
務
の
重
複
が
あ

る
の
で
、
役
割
分
担
を
整
理
し
ま
す
。


年
の
町
村
合
併
で
各
地
の
観
光
協
会

を
高
山
市
観
光
連
絡
協
議
会
と
い
う
組

織
に
一
括
り
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
（
飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会
）
内
に
『
観
光
地
域
連
携
委

員
会
』
を
新
設
し
、
そ
の
中
に
組
み
入

れ
、
独
自
性
の
あ
る
地
域
資
源
の
掘
り

起
こ
し
や
誘
客
に
一
体
感
を
も
っ
て
取

り
組
む
よ
う
に
し
ま
す
」

　
―
―
４
月
に
大
阪
・
関
西
万
博
が
開

幕
し
ま
す
。
飛
騨
高
山
に
も
い
い
影
響

を
与
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
外
国
人
も
含
め
て
、
万
博
を
観
た

後
は
中
部
に
も
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
で

す
ね
。
万
博
を
に
ら
ん
で
ど
う
情
報
発

信
を
し
て
い
く
の
か
、
検
討
し
て
い
き

た
い
」

　
高
山
市
は
昨
年
、
持
続
可
能
な
観
光

地
を
表
彰
す
る
「
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
Ｇ
Ｄ
）ア
ワ
ー
ド
」

で
、
シ
ル
バ
ー
ア
ワ
ー
ド
を
中
部
地
区

で
初
め
て
受
賞
し
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
に
本
部
が

あ
る
国
際
的
な
認
証
機

関
Ｇ
Ｄ
が
実
施
す
る
制

度
で
、今
回
は
高
山
市
、

愛
媛
県
大
洲
市
、
香
川

県
小
豆
島
が
シ
ル
バ
ー

を
受
賞
。

　
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
自
然
と
景
観
、
環

境
と
気
候
、
文
化
と
伝

統
、
社
会
福
祉
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
六
つ
の
テ
ー

マ

項
目
に
つ
い
て
審

査
し
、
達
成
度
合
い
で

ブ
ロ
ン
ズ
、シ
ル
バ
ー
、

ゴ
ー
ル
ド
、
プ
ラ
チ
ナ
の
各
賞
が
与
え

ら
れ
、
最
終
的
に
全
て
の
基
準
を
ク
リ

ア
す
る
と
認
証
と
な
る
。
有
効
期
間
は

２
年
。

　
飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
が
昨
年
５
月
に
申
請
し
、

項
目

の
基
準
の
う
ち
、高
山
は
環
境
と
気
候
、

文
化
と
伝
統
、
社
会
福
祉
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け

る
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
シ
ル

バ
ー
認
定
の
基
準
で
あ
る

％
を
超
え

る

％
に
つ
い
て
基
準
を
満
た
し
た
こ

と
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
ア
ワ
ー
ド
受
賞
と

な
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、

年
ま
で
の
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ

）
排
出
量
削
減
目
標
が

あ
り
、
そ
れ
に
向
け
た
取
り
組
み
が
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
や
小
水
力
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
進
め
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
な
ど
の
有
形
文
化
財
が
し
っ
か
り
と

保
存
・
保
護
さ
れ
、
「
メ
イ
ド
・
バ
イ

飛
騨
高
山
認
証
制
度
」
を
設
け
、
文
化

の
継
承
・
発
展
と
経
済
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
と

い
う
。

　
Ｇ
Ｄ
ア
ワ
ー
ド
受
賞
に
よ
る
効
果

は
、
①
国
際
的
な
知
名
度
の
向
上
②
観

光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上

③
観
光
収
益
の
増
加
④
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
の
加
速
⑤
投
資
と
支
援
の
増

加
⑥
地
域
住
民
の
誇
り
と
意
識
向
上
―

な
ど
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
①
で
は
国
際
的
な
注
目
を

集
め
、
持
続
可
能
性
を
重
視
す
る
旅
行

者
や
業
界
か
ら
の
関
心
の
高
ま
り
、
②

は
持
続
可
能
性
に
取
り
組
む
姿
勢
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
で
、
飛
騨
高
山
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
が
向
上
す
る
。
さ
ら
に
、
③

で
は
持
続
可
能
な
観
光
地
を
選
ぶ
旅
行

者
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、

観
光
客
の
入
り
込
み
が
増
え
、
地
域
経

済
の
活
性
化
や
観
光
収
益
の
増
加
が
期

待
さ
れ
る
。

　
受
賞
の
記
者
会
見
で
堀
会
長
は
「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
と
は
観
光
客
が
訪
れ
る
だ

け
で
な
く
、
市
民
が
住
み
や
す
い
町
で

あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ
り
、
今
回
の
受

賞
は
こ
れ
ま
で
の
民
間
事
業
者
や
市

民
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
指
針
と
し
て
２
年
後
の
認

証
に
向
け
て
改
善
し
た
い
」と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
田
中
明
市
長
は
「
こ
れ
ま
で

の
長
年
に
わ
た
る
先
人
の
努
力
や
民
間

事
業
者
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み

が
受
賞
と
い
う
形
に
な
り
喜
ば
し
い
。

今
後
も
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

強
調
し
た
。


